






































のための基礎を築いている 今日私たちは、さ に将来を見据えた展望と大局的な幅広い思考を持ちつつ、人文科学と社会科学の対話 積極的に推進し、横断領域的かつ国 越 た思考のもとに、日台教育、文化交流、研究的価値を向上させなければならない。それ の重要 使命を担うために、二〇一四年二月、台湾大学に日本研究センターが設立された。
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これからの二〇年、さらにその後の二〇年は、今日の﹁対話﹂ ﹁理解﹂ ﹁比較﹂及び﹁主体














筆者が二年にわたり運営した﹁日本 韓国研究総合プラットフォーム﹂では、東アジア、欧米各国から七二名の日本研究者を招聘し 数多くの学術シンポジウム、特別講演会を開催してきた。また、将来的 は、日本研究 かかわると見込まれる博士課程、修士課程院生向けの大学院生研修を五回実施している。一連の日本研究の活動を通じ、計一〇〇 名を超える台湾大学
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の教員、学生、国内外の数多くの学術機関、研究者らの熱心な参加を得た。このことは台湾大学における日本研究の第一歩が着実に踏み出されたことを意味している。
変わりつつある人文社会科学の役割とアジア研究のアジェンダ
プラセンジット・ドゥアラ
まず、私の個人的な事柄から始めることになるが、私は一九九五年に
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という本を執筆した。その後、十年も経たない内に、歴史とネーションステートを
分離させる必要性は、西洋の学者にかなり受け入れられていることに気付いた。その理由は、二〇世紀前半と比べると、ネーションステートは国民的歴史の記述にほとんど依存しなくなっていたことにあ 。明らかに、西洋の経済発展国はグローバリゼーションの中で発展途上国と違った時期を占めていたわけだが、概ね今日のネ ションステートはナショナルアイデンティティーの構築と発展とともに、グローバリゼーション、民営化、財源拡張などの新自由主義的事業に参入し始めていたのである。
一九九〇年代末になると、人文社会科学研究︵ＨＳＳ︶の状況と役割の広範な変化は、皮肉
にも近代的、フンボルト流の教育の発生地ヨーロッパで最も顕著であった。フンボルト的な思想は、教育と研究の統一、研究と教育の自由の制度化、そして人文的な個人の価値の促進を追
